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ニチイキッズ北上さくら保育園 自己評価総括表 

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践

を振り返り、自己評価を行いましたので、その結果を下記の通り公表いたします。 

また、自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努

め、より一層質の高い保育を目指してまいります。 

 

評価方法 

保育士等（全職員）

の自己評価 

評価期間 202４年 1月 10日（水）～202４年 1月 31日（水） 

実施方法 全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施した。 

保育施設の評価 

評価日 2023年2月６日（火） 

実施方法 
話し合いにより職場全体で共有し、保育施設の課題を明確化し、改善策を

検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

主に園内研修を通して保育理念の理解を進めたが、給食方針や目標についての理解には至らな

い部分もあった。また、職員一人一人が保育理念を基にした保育の実践を考えられるよう、ミ

ーティングでは自ら意見を出しやすい雰囲気作りに努めた。 

子どもの発達援助 

個々の発達に合わせた指導計画を作成し、子ども主体の保育を行うよう心掛けた。しかし全体

の流れとしては確立できず、その場限りの遊びとなってしまった部分もあった。遊びや活動の

目的を明確にし、園全体で取り組んでいくことが必要である。 

保護者に対する支援 

送迎の際やコドモンでのやりとりを通して十分に保護者とのコミュニケーションを図り、信頼

関係の構築に努めることができた。また、日々、喜びを共有することで子育てを支えていける

ように心がけ、個別面談などを通して個々に寄り添うことができたと感じる。今後は更に動画

配信などを活用して、子どもの様子を伝えていくようにしていく。 

保育を支える組織的基盤 

職員会議や毎週のミーティングを通して、保育内容についての共通理解や情報共有を行った。

またマニュアルを基に業務の標準化を進め、職員一人一人の意見を参考にしていくことで働き

やすい環境作りを進めた。 

 

総評 

子ども一人一人に寄り添った保育を実践し、保護者が安心できる環境を整えていくように努めてきた。また、常

に職員間で情報を共有し、自ら意見を出し合える環境作りを進め、マニュアルを基にした保育の標準化にも取り組

んできた。 

 今後は、引き続き全職員で日々の保育を見直しながら、保育内容の充実に取り組んでいきたい。また、不適切保

育をテーマにした研修を行うことで保育者の知識や技術を習得し、質の向上を目指していきたい。 

 


